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今
回
は
、
時
計
の
歴
史
と
と
も
に
時
間
の

概
念
の
変
遷
に
つ
い
て
見
て
い
き
ま
す
。

　

時
間
の
測
定
は
、
最
終
氷
河
期
時
代
に
行

わ
れ
始
め
た
一
年
の
暦
の
サ
イ
ク
ル
の
測
定

に
始
ま
り
ま
す
。
紀
元
前
３
５
０
０
年
の
古

代
エ
ジ
プ
ト
で
は
日
時
計
が
、
世
界
最
古
の

時
刻
時
計
と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

紀
元
前
１
５
０
０
年
代
の
古
代
エ
ジ
プ
ト
で

水
時
計
が
作
ら
れ
、
そ
の
後
、
古
代
ギ
リ
シ

ャ
、
古
代
ロ
ー
マ
で
は
水
時
計
の
改
良
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
日
時
計
に
留と

ど

ま
ら
な
い
時
計

の
開
発
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

16
世
紀
に
、
同
じ
振
り
子
で
あ
れ
ば
揺
れ

の
大
き
さ
が
大
き
く
て
も
小
さ
く
て
も
往
復

に
か
か
る
時
間
は
同
じ
に
な
る
、「
振
り
子

の
等
時
性
」
を
発
見
し
た
ガ
リ
レ
オ
・
ガ
リ

レ
イ
は
、
１
６
４
０
年
ご
ろ
の
晩
年
に
振
り

子
時
計
の
図
面
を
描
き
残
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
1
6
5
7
年
頃
に
ク
リ
ス
テ
ィ

ア
ー
ン
・
ホ
イ
ヘ
ン
ス
が
振
り
子
時
計
を
世

界
で
初
め
て
製
作
し
ま
し
た
。
当
時
の
振
り

子
時
計
は
、
一
日
に
起
こ
る
狂
い
が
1
分
程

度
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
時
刻
の
計
り
方
は
５
０
０
０

年
間
で
大
き
な
進
歩
を
し
た
も
の
の
、
当
時

使
わ
れ
て
い
た
時
刻
は
町
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
ま
し
た
。
町
ご
と
の
時
刻
と
は
別
の
、

標
準
時
間
の
必
要
性
は
鉄
道
の
登
場
に
よ
っ

て
生
ま
れ
ま
す
。
町
の
間
を
行
き
来
す
る
鉄

道
は
、
町
の
時
刻
と
は
別
の
鉄
道
間
で
共
有

で
き
る
時
刻
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

１
８
４
０
年
に
イ
ギ
リ
ス
の
グ
レ
ー
ト
・

ウ
ェ
ス
タ
ン
鉄
道
が
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
天
文
台

で
設
定
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
時
間
を
町
の
時
刻

と
は
異
な
る
単
一
の
標
準
時
と
し
て
世
界
で

初
め
て
設
定
し
ま
し
た
。
標
準
時
が
設
定
さ

れ
た
背
景
に
は
、
列
車
ご
と
の
発
着
時
刻
を

揃
え
る
こ
と
と
、
鉄
道
同
士
の
追
突
事
故
を

防
ぐ
こ
と
が
あ
り
、
実
際
、
１
８
５
３
年
に

ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
は
、

2
つ
の
列
車
の
車
掌
が
持
つ
時
計
の
時
刻
が

ず
れ
て
い
た
た
め
に
追
突
事
故
が
起
こ
り
、

14
名
の
乗
客
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
頃
の
標
準
時
は
、
毎
朝
行
わ
れ
る
ロ

ン
ド
ン
か
ら
の
電
信
に
よ
っ
て
、
各
駅
の
時

刻
が
修
正
さ
れ
る
仕
組
み
で
し
た
。
現
在
、

ア
メ
リ
カ
の
国
際
標
準
技
術
研
究
所
が
管
理

し
て
い
る
原
子
時
計
は
1
年
で
３
０
０
億
分

の
1
秒
し
か
狂
い
が
出
ず
、
完
全
に
正
確
で

は
な
い
地
球
の
自
転
周
期
に
逆
に
合
わ
せ
る

た
め
に
、
秒
の
挿
入
と
除
去
に
よ
っ
て
調
整

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

時
刻
の
概
念
は
、
時
代
の
要
請
と
共
に
変

化
し
、
よ
り
細
か
い
周
期
を
測
定
す
る
技
術

と
共
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
異
な
る
時
代

に
は
、
異
な
る
時
間
が
あ
り
、
そ
の
時
代
の

仕
組
み
を
支
え
て
い
ま
す
。

時間の概念は、時代の仕組みを支えるために創
造され、最先端の技術によって実現し、世界を
支えるためにつくられ続けてきた。

P O I N T !

セシウム原子時計の共振部。セシウム原子時計では1億年に1秒しか狂いが起
こらない。また、東京大学の香取教授によって開発されたストロンチウムを
用いた光格子時計は、更に精度が高い160億年に1秒の狂いを実現している。
photo by Momotarou2012 License: CC BY-SA 3.0
(https://creativecommons.org/licenses/by-sa/3.0)

にしむら・ゆうや●NPO法人ミラツク代表理事。
大阪大学大学院にて人間科学の修士を取得。
人材育成企業、財団法人日本生産性本部を経
て、2008年より開始したダイアログBARの活動
を前身に2011年にNPO法人ミラツクを設立。
Emerging Future, we already have（すでに在
る未来の可能性を実現する）をテーマに、全国
横断型のセクターを超えたソーシャルイノベー
ションプラットフォームの構築と未来潮流に基
づいた新規事業創出のためのプロジェクト運営
に取り組む。
http://emerging-future.org

1884年に行われた国際子午線会議では、グリニッジ平均時が世界の標準時の基準となった。グリニッジ天文台は、15
世紀後半の運に任せた航海による海難事故の多発を受けて、正確な緯度と経度を測定するために建設された。©PIXTA
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